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•代表  岩崎 渉（※人材委員会委員） 
　　（東京大学教授／バイオインフォマティクス） 

•幹事  小野 悠 
　　（豊橋技術科学大学准教授・学長補佐／都市工学） 

•学術の未来を担う人材育成分科会委員長  平田 佐智子 
　　（株式会社アカリク マネージャー／認知心理学） 

•学術界の業界体質改善分科会委員長  川口 慎介＊ 
　　（海洋研究開発機構主任研究員／地球化学）  

•同 副委員長・人材育成分科会委員  岩永 理恵 
　　（日本女子大学准教授／社会福祉学）  

•同 幹事  埴淵 知哉 
　　（東北大学准教授／人文地理学）



小野悠｜豊橋技術科学大学・准教授

1983.04 岡山生まれ
2002.03 岡山城東高校 卒業
2003.04 東京大学教養学部理科一類 入学
2010.03 東京大学工学部都市工学科 卒業
2012.03 東京大学工学系研究科都市工学専攻 修了（修士）
2012.04 JSPS-DC1
2016.03 東京大学工学系研究科都市工学専攻 修了（博士）
2016.04 愛媛大学防災情報研究センター 特定助教/特定准教授

松山アーバンデザインセンター ディレクター/副センター長
2017.12 豊橋技術科学大学工学研究科建築・都市システム学系 講師

2022.01 同 准教授

2022.04 同 学長補佐

行政の委員会

• 博士課程在学中に出産
• ３ヶ月休学、保活苦戦

• 「5年任期・更新な
し」で採用
• PI（学生15～20名、
秘書・助教等なし）

• テニュアトラックに移行
• 博士指導

• 都市計画の実務職
• 研究者番号あり
• 単年度契約

• 0歳 東大の保育園
• 1-2歳 愛媛大の保育園
• 2-6歳 豊橋市内の保育園３ヶ所
• 出張時に利用した保育園多数
→小学生になると・・・

• 博士課程進学は1～2名

地域での研究・教育・実践のエコシステム海外研究
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埴淵知哉
東北⼤学⼤学院環境科学研究科 准教授
専⾨：⼈⽂地理学

• 1998年- 徳島⼤学 総合科学部⼈間社会学科 ←地理学という分野をはじめて知る
• 2002年- 京都⼤学⽂学研究科（修⼠） ←「進学＝研究者志望？」と聞かれる
• 2004年- 京都⼤学⽂学研究科（博⼠）
• 2004年- 学振DC1 
• 2007年- 京都⼤学⽂学研究科 研修員 ←就職が難しいことを知る
• 2007年- ⽇本福祉⼤学地域ケア研究推進センター 主任研究員 ←専⾨外でのPD 
• 2008年- ⼤阪商業⼤学⽐較地域研究所 ポスト・ドクター ←専⾨外でのPD
• 2009年- 学振PD（1年間海外渡航）
• 2012年- 中京⼤学国際教養学部 准教授
• 2017年- 中京⼤学国際教養学部 教授（1年間サバティカル）
• 2020年- 東北⼤学環境科学研究科 准教授 現在の研究環境（前職との⽐較）

・授業負担は少ない
・業務範囲が曖昧
・個⼈研究費は無い
・主に理系学⽣・部局



川口慎介・海洋研究開発機構

1982年3月生　（松坂世代の1つ下） 
2000年3月　兵庫県立宝塚高校　　卒業 
2000年4月　北海道大学理学部　　入学 
2006年3月　同大学院理学研究科　修了 
2006年4月　東大・海洋研究所　　入学 
2006年4月　JSPS-DC1 
2009年3月　博士（農学） 

2009年4月　海洋研究開発機構　ポスドク研究員 
2012年3月　同　　　　　　　　研究員（任期付） 
2016年4月　同　　　　　　　　研究員（定年制） 
2021年7月　同　　　　　　　　主任研究員（定年制）　 
2022年4月　同　　　　　　　　グループリーダー　 ◎現在の研究環境 

・職務の雑用はほぼゼロ 
・事務サポートは手厚い 
・教育任務もナシ 
・研究費は豊富

　5つ上の兄が文学部で大学院に進学希望。 
←両親を含め大学院の存在を初めて認知した。

←理学部では修士進学は自然。

←修士で「優秀」という評価だったため、 
　博士進学も自然な流れに。

←D3秋にメンターからオファーを受けた





◎回答にあたって（日学が意識すべきこと?）
◎政府ー日学 
・具体的提案＝政府が短期的に手を打ちやすいの意 
・経緯から、通常の交渉よりも要求が通る可能性が少しは高そう 
・MEXT以外を相手にした要望も出せそう（産業界への要望も入れてヨシ） 
・単純な交付金増額の要求は、ナシ（少なくとも維持を約束、ならいける？） 
　↑「働かない教授が得をする」に繋がる提案は避ける（某に対する防衛ライン） 
・これまでの失策を突くのは、あり？なし？　（PI人件費・多様な競争的資金など） 
・「国際社会における日本のプレゼンス」は、業界の国際化ではなく「日本すごい！」の文脈かも？ 
・リアル納税者※の共感を得ることを常に念頭に

◎アカデミアー日学 
・学術会議の活動に対するアカデミアからの不信感は根強い 
・この審議回答で「アカデミアからの学術会議に対する信頼の醸成」も目指したい 
　↑のため「アカデミアに普遍的な課題」の解決を目指す提案であるべき 
　　↑のため「トップ層にしか関係しない話題」は少し後ろに引っ込める 
・これまで見過ごされがちだった「非トップ校・地方・人文社会系・私立校」もインクルーシブに 
・大学教員の「生活実感に基づく課題を解消する提案」が良いか

※リアル納税者＝非アカデミアの親戚などを想定する 
　　　"納税者"＝財務省



◎回答作成初期に目指したこと

【提案1】第三者機関による学生ケアの分担
【提案2】監督官庁による"再発防止策の要求"を低減
【提案3】録画教材使用が教員数削減の口実にされるという大学側の懸念の払拭
【提案4】非常勤講師&TAの充実・待遇改善・権限確保
【提案5】産業界から学界に対して産学連携オファーを

【提案7】科研費若手Aや若手Sの復活と充足

◎研究力向上のための研究時間確保にむけて

◎若手研究者支援

◎博士課程進学者・博士号取得者の多様なキャリアパス
【提案8】政府による「博士課程／博士号の位置づけ」に関するステートメント発出

【提案9+】産業界にすでにいる博士号取得者の現状に関する統計調査・質的調査
【提案10】産業界の人的価値創造戦略と協調できるアカデミアの体制整備

【提案9】産業界による博士人材に対する期待のステートメント発出

【提案6】科研費の完全基金化および種目毎の補助金額固定化



◎大学教員の研究時間を削ぐこと [1]

たとえば不登校学生（や被ハラスメント学生）への対応 

・決して特異な例ではなく各校で頻発している 
・多くの学生にとって大学は地元を離れる新たな環境→頼れる人間関係に乏しい 
・特に独り暮らしの学生を放置することは心配 
・放置することにはネグレクト的な意味でアカハラとも認識される 

大学教員としては対応せざるをえない。しかし、、、 
・大学教員は、心身ケアの知識や技能を習得しておらず、適切な対応者ではない 
・大学教員が、生活の場まで踏み込んだ措置を取ることの妥当性は微妙 
・大学教員が、誤った措置を取り、かえって状況が悪化する、あるいは別の問題に発展する可能性も 

※学生から見ると「他の教員も相談窓口も、大学側の人」という不信があり相談しにくい側面も

【提案】第三者機関による学生ケアの分担 
・国家資格である公認心理師や弁護士などの専門職からなる第三者機関の設置 
（↑学外組織とするのは、中立性の担保のため重要） 
・結果的に、大学教員の負担軽減 
・大学本部には補助金を入れない対応



◎大学教員の研究時間を削ぐこと [1]　補足資料
【学生支援の三階層モデル】

【障害のある学生の修学支援に関する実態調査】

【学生支援の現状と課題】 
・学生相談件数が特に国立大学で顕著に増加 
・内容は「対人関係」が最も多く、次いで「精神障害」「心理・性格」 
※「問題を抱えながら来談しない学生」に手を焼いている大学が多い 
　必要な学生に必要な支援がいきとどかない典型例である

※3つの論点の出典は 
　いずれも独立行政法人日本学生支援機構

↑ 
学生支援の第1層・第2層を 
教員および職員に求めるモデル

→ 
激増する障害のある学生 

(10年間で3万人増)

学生ケアについて





(c)アカリク

←産業界の抱く博士のイメージ(?)： 
　専門は詳しいが自社には不要
←学界の博士教育についての主張： 
　専門知見とコア能力を同時に磨く

←産業界で活躍する博士の実感： 
　コア能力は役に立っている 
　(専門能力は場合による)

"博士のコア能力"に対する評価が、産業界(経営側)で低く見積もられている？
"博士の専門能力"に対する評価は、「あれば良いが重要でない」で意見が一致？

博士課程教育に見出される価値（博士像）

→産業界にすでにいる博士から聞き取りして再評価が必要



産業界も変わりつつある　METI "人材版伊藤レポート"
v2.0では博士で項目が立った

博士人材等の専門人材の積極的な採用 
　博士人材が持つ高度な専門性のみならず、深い思考力や、自ら
設定した課題を高度な方法論を駆使して解決する独自の構想力を
活かす観点から、研究部門に限らず、経営企画部門等においても
博士人材を活用することを検討 



人材版伊藤レポートに呼応するアカデミアの取組も必要

産業界の人的価値創造戦略と協調できるアカデミア(学界)の体制整備

博 
士 
課 
程

◎例: 
40歳企業人のサバティカル博士課程留学を想定した検討事項 

【給料】 
　×個人として、収入の大幅減は人生設計として困難　 
　×企業として、サバ者への給料フルコスト負担は難しいかも 
　→院生支援（月20万?）と企業給与半額支給の合算ならば… 

【決断】 
　×入試の合否が不明なうちから休職手続きは、企業として困難 
　×休職手続き後での受験出願は、個人としてリスクが高すぎる 
　→入学資格を2年間保持できれば社内(家庭)調整の時間に余裕 
　　（↑国家公務員試験の運用を援用）

※すべての大学に等しく体制整備を要求するものではない



時間があれば




